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マルカン酢株式会社 代表取締役会長 笹田 隆 氏（文中、敬称略）

［聞き手 協会専務理事 島﨑 眞人］

▲ マルカン酢株式会社 笹田代表取締役会長

マルカン酢株式会社は、令和 （ ）年に

創業 年を迎えた歴史ある日本の食酢メー

カーです。醸造酢に限らず、ビネガードリンク

や素材にこだわった商品開発にも力を入れて

おり、お酢屋の強みを活かした商品を幅広く展

開しています。

今回は、マルカン酢株式会社の笹田会長に創

業の歴史や、これまでに築いてきた伝統を守る

ための取組などについてお話を伺いました。

島﨑 笹田会長は 年に就任されたとの

ことですが、その前はお父様が事業をされてい

たのでしょうか。

笹田 年までは私の兄が、父から傳左

衞門を引き継いで 年会社を率いてきました

が、創業 年を迎え、自身が 歳になった

ということを機に、兄より私が経営の一切を引

き受けました。

島﨑 マルカン酢は 年という長い歴史

を持つ会社ですが、ここまでの歴史に対する思

いをお聞かせください。

笹田 マルカン酢の歴史において、大きく発

展した時代もあれば、戦争によって工場が焼失

し大変な時代もありましたが、そのような時代

を先人たちが乗り越えて 年という歴史を

作ってくれたと思っています。

マルカン酢という会社の伝統を守りつつ、会

社の存在意義を明確にするために、従業員とた

くさん話し合いをして、会社の理念やミッショ

ンといった基盤となる部分を固めました。話し

合いを通して、「おいしい笑顔を世界に咲かそ

う 元祖丸勘 マルカン の名にかけて」という

テーマで従業員一丸となって取り組んでいま

す。

実際工場で働いている人は、自分たちが作っ

た製品を食したことがないということが多か

ったのですが、やはり自分たちが作ったものを

体感することが大事だと考え、入口には従業員

が自由に自社のビネガードリンクを飲めるよ

「元祖マルカンの名にかけて」

イン タ ビュ ー

お酢屋の強みを体現した商品の開発に取り組む

～ ただ作れば良いわけではなく社員も活き活きしなければならない ～
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うドリンクバーを設置しています。また、新商

品が出た際は最初に従業員に試食をしてもら

い、自分たちが作ったものがどのように出来上

がったかを確認、実感してもらっています。

島﨑 従業員の方々と一丸となり、伝統を守

るために工夫されているというのは、素晴らし

い取組だと思います。

貴社のホームページを拝見すると、笹田会長

と勝木社長のお二方が並んでいる写真が印象

的ですが、これには何かこだわりがあるのでし

ょうか。

笹田 今の時代はこれまでのトップダウン

型からチーム経営が求められていると考えて

おり、初めての試みではありますが、私と勝木

社長の二代表の新たなチームで経営を率いて

いくという、シンボリックな意味を込めていま

す。その背景には、社員が活き活きとして、み

んなでいろんなことを学びながら触発して、何

か新しいアイデアが出てそれを実現し、それが

社員の成長につながるという「人を活かす経営」

をしたいとの思いがあります。

島﨑 マルカン酢はキッコーマン㈱と縁が

あることに驚いたのですが、こちらについてお

話いただけますでしょうか。

笹田 私の祖父にあたる八代目笹田傳左衞

門、私の父である九代目笹田傳左衞門は、キッ

コーマン創業家の茂木本家、髙梨本家との縁組

みにより迎えています。キッコーマンとはこの

ような背景があり、また、同じ食品で醸造に取

り組んでいるということからも、近しい関係に

あると言えます。また、そのような縁もあり、

私は当初キッコーマンの資材部に入社しまし

た。当時、ラベル作るうえで の話をよくし

ていました。そのため に対して非常に思い

入れがあります。

島﨑 ありがとうございます。キッコーマン

との縁が深いということがわかりました。

島﨑 通常の醸造酢に加えて「お酢屋が作っ

たシリーズ」「リンゴ酢仕立てシリーズ」など、

幅広い商品を展開していますが、商品開発のア

イデアは、どのようにして生まれるのでしょう

か。

笹田 一つは、先ほどお話した会社の存在意

義を見直すために話し合いをしたことが大き

に対する思い入れは
キッコーマン時代から

お酢屋の強みを体現した商品開発

▲ 協会 島﨑専務

▲ 入口に設置されているドリンクバー
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いです。そして、「マルカン酢は良い商品を作

るよね」と消費者に認知していただくことが従

業員にとっても重要なことです。それまでは業

務用商品や原料用商品が中心でしたが、マルカ

ン酢らしいものを皆様に知っていただくには、

やはり家庭用商品にもより力を入れていく必

要があると考え、様々な商品開発を進めました。

島﨑 従業員の方々のアイデアが商品とし

てかたちになっているのですね。

笹田 商品展開の根本的な考え方として、攻

めと守りの姿勢で取り組んでいます。“攻め＝

オフェン酢”は、酢自体に効能があり、非常に

多様な用途があるので、広げる・伝導するとい

うことです。“守り＝ディフェン酢”は深掘り

の作業で、伝統のあるもの、本当に良いものを

しっかり作っていくことです。

島﨑 具体的にはどのような取組をされて

いるのでしょうか。

笹田 “守り”の取り組みの一例として、兵

庫県丹波篠山産の特別栽培米コシヒカリ米を

％使用した純米酢の商品開発に取り組んで

います。この商品はマルカン酢の契約農家で収

穫されたコシヒカリを使用しています。さらに

お酢を絞ったときにできる酢のかすを堆肥に

混ぜ田んぼに入れているのですが、それによっ

て土壌が良くなり、品質も良くなるので、

ｓにも繋がります。さらに水についても丹波篠

山の伏流水だけを使用し、本当に良いものを作

りたいという思いで作っています。

島﨑 家庭用商品の取組についてもお聞か

せください。

笹田 調味酢や、清涼飲料であるビネガード

リンクといった商品は、非常にマーケットが広

がってきています。穀物酢や純米酢のような生

酢は体に良いといっても、一度に大量に使用す

るものではありません。ポン酢であれば家族で

一本使用できるということも考えられます。ま

た、マーケットでの志向性が高く、特徴が出し

やすいです。

そういった背景もあり、マルカン酢らしい商

品を販売しようという思いで、「お酢屋が作っ

たポン酢」を販売しています。これは、お酢屋

であるという意識を持ち、お酢の良さをしっか

り出せるものにしようという思いで商品開発

に取り組んでいます。

我々のルーツはお酢屋であり、その強みをし

っかり体現してもらい、喜んでもらうというこ

とを心がけています。

島﨑 を利用したアンバサダーの取組

をされていますが、先ほどお話にあった家庭用

商品の拡大にも関連するところがあるのでし

ょうか。

笹田 現在は、第 期として 名ほどのア

ンバサダーがいらっしゃり、第１期から継続し

てやってくださる方もいます。 非常に革新的

なメニュー提案や情報発信をしていただいて

アンバサダーの取組

▲ マルカン酢㈱ 笹田会長と 協会 島﨑専務
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おり、そういう意味ではアンバサダーが発信し

てくれるというのは非常に重要なことです。先

ほど話した家庭用の商品を拡大していくこと

は、ファンを増やすことだけでなく企業の宣伝

にもなりますし、従業員のやりがいにもつなが

りますので、アンバサダーの取組は大きな影響

をもたらしていると思います。

島﨑 家庭用の割合は増えつつあるのでし

ょうか。

笹田 現在は ％ぐらいです。プライベー

トブランドや我々のブランド（ナショナルブラ

ンド）商品も製造していますが、やはりマルカ

ン酢らしいものを作っていかなければなりま

せん。ポン酢一つとっても、様々な商品があり

ますが、素材もこだわり、より良い商品を作る

ことに力を入れています。

島﨑 昭和 年（ ）にロサンゼルス支

店を設置し、翌年に米国マルカン酢株式会社を

設立されたとのことですが、米国進出のきっか

けについてお聞かせください。

笹田 第九代の傳左衞門（現会長の父）は、

当時寿司がブームになりそうであったことか

ら、寿司と米酢の日本の文化をアメリカに根付

かせたいという強い思いがあり、 年にロ

サンゼルス支店を設置し、 年に米国マル

カン酢株式会社を設立しました。最初は日本か

ら輸出していましたが、 年には充填設備

を導入し、 年には発酵設備を設置し、現地

での醸造を始めました。これが現在も稼働して

いるロサンゼルスパラマウント工場になりま

す。 年には、私の兄である第十代傳左衞門

がジョージア州グリフィンに第二工場を設立

し、稼働を始めました。

島﨑 アメリカ人がお酢に馴染んでくれる

という考えがあったのでしょうか。

笹田 そのような考えはあったと思います。

例えばアメリカでは、すし酢をサラダにかける

というような意外な使い方をしますし、アメリ

カではライスビネガー（米酢）が非常に人気で

す。うま味が豊富で、日本の食文化の素晴らし

さというようなことを日本人よりよく理解し

て、我々の考えている用途と違う形で、さらに

広がりました。

島﨑 笹田会長はもともとキッコーマンに

いらっしゃったということもあり、長きにわた

り との関わりがあるか思いますが、 へ

の思いをお聞かせいただければと思います。

笹田 土台となる丸 があり、農林水産省

中心で取り組まれていますが、国も含めてやは

りマーケティングの時代ではないかと思って

います。品質が保証されていることは充足し、

全体のレベルが上がりました。その次を考える

米国進出へのきっかけ

これからの の在り方

▲ マルカン酢㈱ 笹田会長
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と、 にマーケティングの概念をどのように

入れていくかということを考える必要がある

のではないでしょうか？

自体の基盤を国が上手く活用して、消費

者の保護、もしくは企業の競争がうまく促進さ

れると良いと考えます。基本的には品質の違い

を明確に示し、消費者が比較できるような仕組

みがあるとありがたいです。

島﨑 現在農林水産省も輸出に力を入れて

おり、 の規格を 規格にするという取組

や、輸出に重きを置いて の展開を図ろうと

いう取組もしていますので、そういった意味で

もご注目いただき、 へのアイデアがありま

したら是非ご提案いただきたければと思いま

す。本日は貴重なお話をありがとうございまし

た。

表面は菌膜で覆われていて、手を近づけると

発酵熱を感じました。

また、この空間全体が酢のにおいがしました。

静
置
発
酵

通
気
発
酵
タ
ン
ク

タンクの中でアルコールが発酵して酸に変化し

ています。静置発酵は発酵槽液面の菌膜が酸素を

自然に取り込んで発酵しますが、通気発酵では強

制的にタンクの下から空気を送り込みます。

充
填
ラ
イ
ン

充填からラベルの貼付け、箱詰めまで機械で行な

っています。業務用商品と家庭用商品をそれぞれの

機械でボトリングを行なっています。

製造の様子を見学させていただきました

▲ 宮田工場長の説明を受ける島﨑専務
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ン、カリの濃度を見ながら過剰や不足に応じた

種類の有機肥料を選択します。特定の堆肥のみ

を連用すると バランスが崩れやすいので

注意が必要です。

実際にこれらを実践している農家では、不織

布のじかがけで抽台が起こりやすくなる場合

があるが、オオタバコガ防除には必須であるほ

か、輪作と品種選定により病害虫の発生は抑え

られるとのことでした。この例は高冷地のレタ

ス栽培という限られた条件でのものですが、品

種選定や物理的防除、病害対策などは参考にな

ると思われます。

施設ホウレンソウの安定生産

雨よけハウスでのホウレンソウ栽培は、基本

的に周年で栽培が行われますが、高温期にホウ

レンソウ萎凋病が発生しやすくなるため、盛夏

期に太陽熱消毒を行うことで秋以降の発病を

抑える作型をとる産地が多く見られます。西南

暖地では年一回の土壌消毒で、以降約 年、病

害の発生を抑えられます。土壌消毒には土壌く

ん蒸剤が使用されてきましたが、化学農薬削減

や有機栽培への移行を目指した結果、盛夏期の

太陽熱消毒が最もポピュラーな土壌消毒法と

なっています。

太陽熱消毒はその名の通り盛夏期の高温を

利用したもので、関東以西の地域で梅雨明けか

ら 月末までを中心に行われます。水をたっぷ

り撒き、ビニールで覆うことで太陽からの熱が

土壌に良く伝わります。施設栽培では閉め切る

ことで地下 の地温が 45℃以上に上がり、

病原菌や土壌中の害虫を減らすことができま

す。また、表面に近い雑草の種子も死にますの

で、雑草も減らすことができます。

さて、通常、夏作のホウレンソウは冷涼な高

原地帯で栽培するのですが、他の地域の施設栽

培農家でも単価の高いこの時期にも出荷した

いという要望が強く、通常なら太陽熱消毒を行

って栽培を休む時期である夏作の安定的な生

産技術が望まれています。まずは土壌消毒の時

期を前倒しできないかということで生物的土

壌消毒（広義のバイオフューミゲーション））

という還元消毒法の導入を試みました。これは、

ふすまなどの易分解性有機物を利用した土壌

還元消毒の応用で、有機質としてアブラナ科の

植物体を使うことで辛み成分も活かし、有機物

の分解で酸欠状態になる処理中に嫌気性菌が

活発になることを利用、太陽熱消毒では効果が

不足しがちな梅雨時に土壌消毒を前倒しし、気

温の高い 月下旬から 月上旬に播種、 月中

旬から 月上旬の出荷を可能とした技術です。

基本的に土壌還元消毒のふすまをアブラナ科

植物に置換するもので、試験はホウレンソウ産

地に近いダイコン産地の選果場から出る茎葉

や切り落とし部位を砕いたものをすき込む処

理と、施設内で春～初夏作ホウレンソウをカラ

シナに置換し、これをすき込む処理を行いまし

た（写真 ）。その結果、どちらの現地農家で

の試験でも萎凋病をよく抑え、夏作ホウレンソ

ウの安定生産が可能との結果を得ました。また、

粗大有機物が土壌中に投入されており、特に低

地土系の粘土質な土壌では物理性改善の効果

があるようで、秋作以降での増収も観察されて

います。

カラシナの利用は、当該の畑で栽培を行うた

め、ほぼ 作分、ホウレンソウの作付けを休む

ことになります。専作農家では 作分の減収と

なりますが、複合経営の場合、この時期のホウ

レンソウ作は稲作や春の果菜類の収穫時期に

重なっており、収穫適期を逃すことも多いこと

から、作業が立て込まずにすむとの評価もあり

ます。ダイコン残さの利用は地域未利用資源の

活用という面でも評価されました。
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